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7 月 23日 (火)
10 :00～12:30
14:00～ 17:00
7月24日 (水)
10:00′)12:00
13:00へ′16:00
松原武生 (岡山理科大､京大):場の格子化ことはじめ
松田博嗣 (九大) :格子による閉じ込めと解放
岩崎洋一 (筑波大 ･物理):格子QCDの数値的研究
久保健 (筑波大･物理):量子スピン系の最近の話題
西森秀稔 (東工大 ･理):スピングラスとその周辺
小田垣孝 (京都工繊大):7ルモファス系の格子モデル
香取真理 (東大･理):触媒表面の数理モデル
(懇親会)
内山耕平 (東工大･理):格子上の粒子系に関する確率論的諸問題
泰中啓一 (茨城大･理):格子生態系におけるパターン形成
佐藤-憲 (九大･理):生物集団の格子模型
以上
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